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Ⅰ．みんなで支えあう地域づくりのために
①福祉の啓発・広報活動 ②中なかいいネ！中区地域福祉保健計画推進事業

Ⅱ．住民の主体的活動への支援のための事業
①地区社協活動への支援 ②身近な地域のつながり・支えあい活動推進事業の推進 ③生活支援体制整備事業

④地域ケアプラザとの連携・支援 ⑤地域福祉保健活動への支援事業 ⑥小地域での課題の把握

Ⅲ．福祉教育やボランティア活動の活性化
①福祉教育の推進 ②中区福祉保健活動拠点及び中区ボランティアセンターの運営 ③災害ボランティアセ
ンター設置に向けた取組 ④善意銀行・ボランティアセンター運営委員会の運営 ⑤外出・社会参加の支援

Ⅳ．福祉の情報提供と相談
①情報提供 ②相談 ③生活福祉資金貸付事業 ④小災害見舞金・交通遺児援護事業

Ⅴ．当事者の組織化、社会参加促進のための事業
①高齢者福祉 ②障害者福祉 ③子育て支援事業 ④権利擁護事業 ⑤移動情報センター事業

Ⅵ．法人運営
①区社協の体制強化 ②６団体事務の運営

横浜市中区社会福祉協議会 事業報告平成
28年度

当期収入合計① 50,909,851
当期支出合計② 56,307,063
前期末支払資金残高③ 26,294,610
当期末支払資金残高①－②＋③ 20,897,398

金額（円）

平成28年度
一般会計
決算報告

＊平成28年度一般会計決算報告（詳細はホームページに掲載予定）

みなさまのお気持ち、お待ちしています

みなさまの善意に基づく金品をお預かりし、区内のボランティ
ア・市民団体等に配分する仕組みを銀行になぞらえて「善意銀
行」と呼んでいます。
地域福祉事業を推進するために、区民のみなさまや企業・各種団
体のみなさまから善意のご寄付を年間通じて募集しています。 善意銀行の一部は区内の

子育て支援や障害児者支
援に役立てられています。
（写真提供：まま力の会）

◎善意銀行

本会の活動に賛同し賛助会費という形でご支援をいただける区民・団体のみなさま
を募集しています。個人会員は一口２千円、法人会員は一口５千円です。中区社会福祉
協議会のサポーターとして、ご支援・ご協力をぜひお願いいたします。

平成28年度、賛助会員として多くの方にご協力をいただきました。
ありがとうございました。（順不同・敬称略）

◎賛助会員

個人会員

法人会員
たにもと建設株式会社、中区食生活等改善推進員会、株式会社産業貿易センター、小林紙工株式
会社、株式会社クリーンアドバンス、三丸興業株式会社、千代崎町1,2,3丁目自治会、アサヒ
タクシー株式会社、早川運輸株式会社、宗教法人観音院、株式会社ワカテック、株式会社テーブル
ワン、株式会社横浜スタジアム、株式会社日生建築計画研究所、横浜市内装事業協同組合、横浜
漢点字羽化の会、港栄作業株式会社、株式会社ハンケイ

蛭田 明子、佐藤 正孝、関根 政幸、木下 千恵子、瀨尾 きみ子、上保 光正、藤平 保之、
三橋 ヤエ子、西山 敏榮、匿名3名

①なかくふくしフェスタ2017
開催日時：８月２日（水）～４日（金） 会場：中区福祉保健活動拠点「なかふく」
夏休み福祉体験講座を開催！小学生以上の方は誰でも参加できます。
お電話にてお申込みください。定員：各回20人（先着順）

地震など、いつ何が起こるか分からない昨今。
災害時の乳幼児や高齢者に対する支援や
応急手当について学んでみませんか。

開催日時：８月６日（日）
①10：00～12：00 乳幼児支援コース
②13：30～15：30 高齢者支援コース

会場：中区福祉保健活動拠点「なかふく」
定員：各コース２０人（中学生以上）
申込締切：８月４日（金）まで　（先着順）

中区ボランティアセンター情報 ～「できる時に」「できることを」初めの一歩、
一緒に踏み出してみませんか～

Let's
Try!!

8/2㈬
8/3㈭
8/4㈮

①自分の誕生を知ろう
②むかし遊びで学ぼう

③視覚障害者サポート体験
④車いすでおさんぽ

⑤点字訳体験 ⑥手話でうたおう
⑦とっさの手当て体験

万が一
の備え
万が一
の備え

②災害が起こったときのための災害ボランティア入門講座

多目的研修室

録音室

対面朗読室・編集室

点字製作室

団体交流室

印
刷
コ
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ー 事務室

親と子のくつろぎスペース
「マリンコーナー」

中
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
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案 内 図 「なかふく」（中区福祉保健活動拠点）は、中区内で福祉保健活動を
している団体の活動場所として部屋の貸出を行っています。
「なかふく」という愛称は、中区の「なか」、福祉保健活動の「ふく」を
取り、覚えやすく、区民のみなさまに親しまれる拠点になってほしい
という思いが込められています。

研修や会議など､
多目的にご利用
いただけるスペース
です。

視覚障害のある方
への朗読サービス
を行ったり､録音
テープの編集作業
を行うための部屋
です。

視覚障害のある方
向けに録音テープ
の吹き込みを行う
部屋です。

パソコンを利用
した点字印刷物の
作製と発送を行う
部屋です。 ○利用者の声…○利用者の声…
・やなぎの会 ・マリンコーナー利用者

６カ月の娘と出かけられる場所を探して
いました。初めて来ましたが、手作りの布
おもちゃがあって
驚きました。景色
がとてもよくて、
お母さんのリフ
レッシュにもなり
そうです。

団体交流室の中に
あります。コピー
機（有料）、印刷機
（有料）、丁合機、紙
折機、パソコンが
あります。

未就学児を対象としたスペースです。申込不要。お散歩の途中や、ひとやすみしたい
時などぜひお立ち寄りください。開場時間：開館日の毎日午前9時～午後5時

団体の運営に必要
な事務や簡単な
打合せができます。
物品保管のための
ロッカーやメール
ボックスも備えて
います。

毎週月曜日、「なか
ふく」の多目的研修
室で楽しみながら手
話の勉強をしていま
す。「なかふく」は、部
屋が広く、様々な機
材も借りることがで

き使いやすいです。社協の人との連携も取り
やすく、とても助かっています！

あらかじめ団体登録が必
要です。登録や利用申請の
詳細については、中区社協
までお問い合わせください。

月～土：午前９時～午後９時
日・祝：午前９時～午後５時
休館日：年末年始

（12月29日～１月３日）

「なかふく」を
利用するためには… 開館時間について…

中区福祉保健活動拠点中区福祉保健活動拠点

「なかふく」「なかふく」へようこそ！

□http://www.nakasha.net/HP

☎045（681）6664   1045（641）6078
〒231-0023 横浜市中区山下町2 産業貿易センタービル4階

社会福祉法人 横浜市中区社会福祉協議会

ホームページにはボランティア募集やボランティア講座、助成金等の情報を随時掲載していますので、ご覧ください。

□info@nakasha．net




